
地震対策クラッシャブルストッパ 
Lateral Displacement Stopper Device for Earthquake 

Countermeasures 

【特徴】 
・地震対策ダンパとの同時運用を前提としています。 

・所定の荷重以上でのストッパ当りが生じる遊間を拡大し、地震動による脱

線に対する安全性を向上します。 

・遊間拡大動作を行う荷重は任意に設定が可能です。 

・機械式ではメカニカルヒューズにより、油圧式では油圧回路により遊間を

拡大します。 

・遊間拡大機構が動作がされた後も繰り返しの使用が可能です（機械式は

メカニカルヒューズの交換が必要となります）。 

・所定の荷重以下のストッパ当りでは遊間拡大動作をしないため、常時の

走行性能に影響を及ぼしません。 

・機械式は構造が単純なため比較的低コストでの構成が可能です。 

・油圧式は遊間の自動復調機能を有しているため、遊間拡大動作後の迅

速な復旧が可能です。 

【概要】 
 車体左右動ストッパとして常時には従来のストッパ遊間を保ち、地震時に

激しいストッパ当りが生じると遊間を拡大する、クラッシャブルストッパを開

発しました。従来よりもストッパ遊間が広くなることで、地震動により生じた

車体の揺れが強く台車に伝達することを緩和するとともに、左右動ダンパの

稼働域が増え揺れが減衰されることにより脱線に対する安全性を向上する

ことができます。 

機械式クラッシャブルストッパ 油圧式クラッシャブルストッパ 
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【用途】 
地震対策ダンパと同時運用により、地震時の走行安全性を向上することが

できます。 
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正弦波加振による輪重時刻歴波形(地震対策ダンパ装備) 

遊間固定（23mm） クラッシャブルストッパ［機械式］ 
（23mm → 拡大：23mm+30mm） 

【地震対策ダンパの改良】 
 小型軽量化を図るとともにフルアクティブ振動制御へ対応した改良型地

震対策ダンパを併せて開発しました。これを大型振動試験装置での加振

試験に供し、改良前と変わらぬ走行安全性向上効果のあることを確認し

ました。 
  

正弦波加振による輪重ゼロ観測時加振振幅(0-p)と発生減衰力 
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※．円はダンパ力の大きさを示す。

： 10kN

地震対策ダンパ

従来ダンパ

・正弦波加振に対し、従来の遊間では輪重がゼロとなる場合においても、

３０mm遊間を拡大することで静止輪重の２割弱が残存し、脱線に対する安

全性が向上することがわかりました（本効果は車両の振動性能に依存し

ます）。  

・実装に当たっては台車構造の見直しが必要となります。 
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